
 

 

 

さやか星小学校について 

 

 

〈認可事項〉   私立小学校の設置（２次審査） 

 

 

１ 設置の趣意   別紙１のとおり 

   

２ 学校概要 

（１）目的    児童一人ひとりのニーズを把握し、すべての児童に適切な個別学習・

指導を実現するインクルーシブ小学校の実現。 

 

（２）名称    さやか星小学校 

 

（３）位置    佐久市入澤１５２－１（旧 佐久市立青沼小学校） 

 

（４）開設時期  令和６年４月１日 

 

（５）設置者等 

① 設置者  北佐久郡御代田町塩野３１８０番地５５８ 

学校法人 西軽井沢学園 

理事長 奥田
お く だ

 健次
け ん じ

 

平成 30 年４月～ 学校法人西軽井沢学園理事長 就任 

 

② 校長予定者 青木
あ お き

 高光
たかみつ

 

令和４年４月～  長野県長野養護学校 教諭 

         長野県 ICT 活用推進リーダー長 

         独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

特任研究員 

（参考：該当する学校教育法施行規則第 20 条による校長の資格） 

・教育職員免許法による教諭の専修免許状又は一種免許状を有していること 

・学校教育法第一条に規定する学校教諭の職に５年以上 

 

 

 

資料１ 



 

 

３ 編制、施設・設備 

 （１）収容定員（基準：１学級 40 人以下） 

    

※専修学級は全学年合同の複式学級とする。 

 

学校教育法施行規則 

 （学級数） 

第四十一条 小学校の学級数は、十二学級以上十八学級以下を標準とする。ただし、地域の実態

その他により特別の事情があるときは、この限りではない。 

 

（普通学級を１学年１学級編成とする特別な事情） 

・本校の設立趣意に掲げる「インクルーシブ教育」「いじめ防止プログラム」を効果的かつ確実に

実施するために教職員が対応できる、適正な人数規模（１学年定員 28 人）であるため。 

・１学級当たりを 28 人と設定することについては、小学校教育のカリキュラムを適正に実施かつ

児童らの教育環境を確保するため、多様な児童を受け入れることを最大限考慮したとしても、

必要なクラス規模（人数）であるため。 

 

 

小学校設置基準 

 （学級の編制） 

第五条 小学校の学級は、同学年の生徒で編制するものとする。ただし、特別の事情があるとき

は、数学年の生徒を一学級に編制することができる。 

 

（専修学級を全学年合同の異学年学級を置く特別な理由） 

・専修学級は、児童一人ひとりの能力に応じてよりきめ細やかな個別最適な学習を実現するため、

担任教諭の他、嘱託の心理職や研究員などが提供する専門性の高い教育支援プログラムを提供

する。 

・異学年による少人数学級にすることによって、いわゆるギフテッドと呼ばれる子どもたちや、独

特の認知パターンをもち、より詳細な課題分析や学習の順序性などの見直しが必要な子どもた

ちを対象として、新しい学習方略や学び直しの機会を提供する。 

 

 

区分 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

通
常
学
級 

学級数 １ １ １ １ １ １ ６ 

定員 28 28 28 28 28 28 168 

専
修
学
級 

学級数 ２ ８ 

定員 30 198 



 

 

（参考：児童数見込） 

 

 

 

 

また、サムエル幼稚園の入園説明会へ出席された保護者からの、小学校についての問合

せの数も増えており、さらに昨年実施したクラウドファンディングの支援者数が 380 名を

超えており、この中の一定数は小学校入学を検討している家族であることも加え、今後の

知名度の広がりから期待される数字の拡大を根拠としている。 

 

 

（２）教職員組織  

区分 校長 副校長 教頭 教諭 
養護 

教諭 
助手 

事務 

職員等 

その他 

(心理職) 
計 

基準 計 １ １以上*1 ８ １ － １ － ９ 

Ｒ６ 

(開設時) 

計画 

計 １ １ ０ ５ １ ０ １ １ 10 

専任 １ １ ０ ５ １ ０ １ ０ ９ 

兼任 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

Ｒ11 

(完成) 

計画 

計 １ １ ０ ８ １ ７ １ １ 20 

専任 １ １ ０ ８ １ ０ １ ０ 12 

兼任 ０ ０ ０ ０ ０ ７ ０ １ ８ 

 ※学年進行に伴い、順次教員を採用予定 

 ＊１ 副校長を置くときその他特別の事情のある時は教頭を（中略）置かないことができ

る（学校教育法第 37 条第３項） 

   

私立学校等の設置等に関する審査基準（令和５年２月１日一部改正） 

８ 教職員について 

（２）学校を設置するときは、開校から３年が経過するまでの間において、教員は、次のいずれかに

該当する者を１人以上（前号を適用したときはその人数を加算する。）置くこと。 

ア 法第１条に規定する学校で校（園）長、副校（園）長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭の

職に１年以上（教諭の職にあっては５年以上）あった者 

イ 教育に関係する業務に１年以上従事していた者 

 

アに該当する者 校長１名、副校長１名、教諭２名  計４名 

イに該当する者 教諭１名 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 専修 合計 

令和６年度         

令和７年度         

令和８年度         



 

 

 

（３）教育課程 
 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  

国語 
306 315 245 245 175 175 

(306) (315) (245) (245) (175) (175) 

社会   
70 90 100 105 

(70) (90) (100) (105) 

算数 
136 175 175 175 175 175 

(136) (175) (175) (175) (175) (175) 

理科   
90 105 105 105 

(90) (105) (105) (105) 

生活 
102 105 

  
(102) (105) 

音楽 
68 70 60 60 50 50 

(68) (70) (60) (60) (50) (50) 

図画工作 
68 70 60 60 50 50 

(68) (70) (60) (60) (50) (50) 

家庭   
60 55 

(60) (55) 

体育 
102 105 105 105 90 90 

(102) (105) (105) (105) (90) (90) 

道徳 
34 35 35 35 35 35 

(34) (35) (35) (35) (35) (35) 

外国語   
70 70 

(70) (70) 

外国語活動   
35 35 

  
(35) (35) 

総合学習   
70 70 70 70 

(70) (70) (70) (70) 

特別活動 
34 35 35 35 35 35 

(34) (35) (35) (35) (35) (35) 

合計 
850 910 980 1,015  1,015  1,015  

(850) (910) (980) (1,015) (1,015) (1,015) 

 

上段：さやか星小学校の授業時数（教育課程） 下段：小学校学習指導要領の授業時数 

 

 

 



 

 

 

 

（４）校地 

   延べ面積      16,070 ㎡  

    うち運動場面積    8,635.00 ㎡ （基準：児童数 198 人の場合は 2,400 ㎡） 

項目 面積 説明 

校舎敷地 

校舎等敷地 3,537.61  

その他 3,897.39   

小計 7,435.00   

運動場 
屋外運動場 8,635.00  

小計 8,635.00  

合計 16,070.00   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

（５）校舎 

      延べ面積   3,537.61 ㎡ 

     うち校舎面積 2,614.17 ㎡ （基準：児童数 198 人の場合は 1,290 ㎡以上） 



 

 

 

 

 （６）校具、教具、図書及び備品 

内訳

種別 室名 室数 面積（㎡） 備考

普 通 教 室 6 392.40

保 健 室 1 64.80

校 長 室 1 43.20

職 員 室 1 86.40

事 務 室 1 21.60

放 送 室 1 62.70

給 食 室 1 32.00

宿 直 室 1 17.50

用 務 室 1 14.50

ロ ッ カ ー 室 1 25.20

書 庫 1 18.00

調 整 室 1 16.10

前 室 1 6.70

観 測 室 1 38.00

便 所 2 72.00

廊 下 2 281.84

物 入 れ 2 38.40

機 械 室 1 23.80

昇 降 口 1 123.50

専修学級教室 1 117.60
・図書室から専修学級教室に変更
・2024年度中に２部屋に区切る工事を実施予定

階 段 2 52.80

タ ン ク 置 場 1 2.82

音 楽 室 1 171.00

理 科 室 1 86.40

理 科 準 備 室 1 43.20

多 目 的 室 1 64.80 ・専修学級教室から多目的室に変更

便 所 1 8.00

廊 下 1 86.80

図 工 室 1 77.40

図 書 室 1 126.80 ・パソコン教室から図書室に変更

図 書 準 備 室 1 12.00 ・パソコン準備室から図書準備室に変更

家 庭 科 室 1 104.50

家 庭 科 倉 庫 1 9.00

風 除 室 1 7.50

倉 庫 1 8.80

廊 下 1 4.00

プール管理棟 1 63.90

渡 り 廊 下 1 41.60

外 廊 下 1 102.98

倉 庫 1 30.63

ポ ン プ 小 屋 1 5.32

屋 外 ト イ レ 1 7.68

校舎　計 2,614.17

1 923.44

3,537.61

南校舎

北校舎

その他

西校舎

体育館

合　　　計



 

 

科目 品名 

数量 

（単位：点） 
内訳 

備考 
価格 

（単位：千円） 
R5 R6 R7 R8 

校具 
机、イス、プロジ

ェクター等 

1,008 479 85 45 64 
  

     

教具 
発表・表示用教

材、地図、楽器等 

738 516 140 37 45 
  

     

備品 
 事務用机、椅

子、タブレット等 

503 201 13 3 14 
  

     

図書 一般図書 
1,379 1,029 150 100 100  

     

 

 

４ 開設費 

 

※開設費はＲ５～７で支払予定 

 

 

５ 授業料等   

項目 経費 備考 

授業料（年額） 750 千円  

専修学級併用料（年額） 200 千円 専修学級利用者のみ 

入学金 300 千円   

入学検定料 30 千円  

施設設備費（年額） 156 千円  

教材費（年額） 30 千円  

在籍料（月額） 2 千円 休学時のみ 

 ※学校給食については実施予定 

６ 収支計画 

科目 科目
自己資金 校地

補助金収入 校舎

寄附金 校具

事業収入 教具
納付金収入 備品

特定資産取崩収入 図書
借入金 その他

財源計 0 千円 開設費計 0 千円 財源残額 0千円

説明
財源

金額
説明

開設費
金額



 

 

（１）令和６年度収支予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業料
入学金

施設設備資金
入学検定料

補助金
前受金収入

計

設備関係支出
図書費

計

当年度収支差額
法人会計からの繰入

合計

収
支

科目 金額 積算根拠

収
入
の
部

支
出
の
部

人件費

教育研究費

管理経費



 

 

（２）令和７年度収支予算  

 

 

 

 

（３）準備が必要な自己資金 

<私立学校等の設置等に関する審査基準> 

設置認可申請時において、当該私立学校等の開設年度の経常経費（人件費、物件費、借

入金利息の合計額をいう。）の２分の１に相当する資金を保有していること。 

 

開設年度の経常的経費（A） 
開設時に保有が必要な現預金 

（B＝A×1/2） 
自己資金（C） 

千円 千円 千円 

 

授業料
入学金

施設設備資金
入学検定料

補助金
前受金収入

計

設備関係支出
図書費

計

当年度収支差額
法人会計からの繰入

合計

収
支

科目 金額 積算根拠

収
入
の
部

支
出
の
部

人件費

教育研究費

管理経費

＜ 


